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は　じ　め　に

岐阜県は、動植物の宝庫であるだけでなく、歴

史的にも幾多の研究素材を秘めているふるさとで

もあります。そういった環境を象徴するような緑

豊かな丘陵地に、色彩のコントラスト鮮やかに建

設された岐阜県博物館は、昭和51年5月開館以来、

6か年の歴史を刻み、70万人余の入館者に及んで

います。

この歴史の一つ一つは県民のみなさんのあたた

かい御理解と御支援のたまものであると感謝いた

しております。

博物館は、実物による教育の場であります。自

分の目や耳で確かめ発見し、学習することができ

る教育機関であるといえます。いつでも、だれで

も、どの様にでも利用して、生涯学習のできる場

であります。

生涯教育の必要性は、近年盛んに説かれていま

す。当博物館におきましても、そういった機関と

しての役割を担いながら、愛され、親しまれる県

民の博物館を目途して、充実を図っております。

従って県内に埋もれている文化財の調査・研究・

収集・展示及び種々の講演会・教室等を実施する

ことによって、県民との密接なる融合をはかるべ

く県民参加の博物館っくりに意をそそいでいる次

第でございます。

ここに、岐阜県博物館報第5号をお届けいたし

ます。御高覧賜り、今後の当博物館の将来のため

にご高見をいただければ幸甚に思います。

最後に、今後とも一層の御理解と御支援を賜り

ますこと切にお願い申し上げます。

昭和57年7月1日

岐阜県博物館長

吉　本　幹　彦
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I　昭和57年度管理運営概要

1．組　　織

機　　構　　　　　　　　　　　　　庶　務　係 � 

総　務　課 ��

考　　　古 管理係 人文係 

露　　　　　　　　　“〃 

民　　　俗 

館　　　　長　　　次　長 剪�

美　　　術 

工　　　芸 

学　芸　部 ��

動　　　物 

自　　然　係 剞A　　　物 

地　　　学 

教育普及係 

（2）　職　　　員

昭和57年4月1日現在

職　　　　　　名　　　　　氏　　　　　名 薄��X��������kﾈ��+X����������kﾂ�

∴一∴∴∴ 。総務課Il 主 II川つ 技術 主 ll I／ II ／I ′I各務章子“ ��ｸｧxﾇﾈ耳ﾍﾈ耳耳耳耳耳�爾����r�

（学芸員）　小　野　木　三　郎 

′i′　　　　　　　　成　　瀬　　清　　美 ��
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（3）博物館協議会委員（アイウェオ順）

◎印・…会長　　○印……‥副会長

昭和57年6月1日現在

氏　　　　　名 偖ｨ������������������現　　　　　　　職 

奥　　村　　　　　保 弍)Xﾈ�8��Eｹ59d9*ﾃ��ﾃ�r�岐阜県公民館連合会長 

坂　　倉　　又　　吉 ��8x�9'ﾉT�*ﾃ#s32�千代菊㈱取締役社長 

沢　　田　　鉄　　男 弍)Xﾈ�9nﾈ自�c(�ﾃ�h�ﾃ��岐阜県小字校長会長 

玉　　田　　事　　大 弍)Xﾈ�9�ｹvy*ﾉ(hｴ經祷�ﾃ���岐阜日日新聞社専務取締役 

○土　　屋　　　　　斉 ��X･�8ﾗ)Oi*ﾃ��sr�（榊大垣共立銀行取締役頭取 

中　　西　　行　　雄 弍)Xﾈ�9+y|y�Y��*ﾃ(�ﾃ�"�岐阜県中学校長会長 

野　　村　　忠　　夫 ���(�8岔,9*ﾉ�俛�Wｳ3B�岐阜大学教育学部教授 

◎林　　　　　金　　雄 丿Yk�ﾋH�9=��捧�ﾙ*ﾃ3r�大出女子短期大半教授 

深　井　重　三　郎 弍)Xﾈ�8ｻ�8x�(ｩy'#�c#��岐阜県私立中学高等学校協会長 

村　　井　　　　　実 弍)Xﾉ-ﾙ?ｨﾏY*ﾃ8�ﾃ"�岐阜県高等学校長協会長 

2．　予　　算
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当初予算額（単位千円）

区分 ���������D�7��>�o2�傴ｨ������SX��D���7��昭　和　56　年　度 傴ｨ������Sx��D���7��

歳 俛���ﾌ���辷�����ｾ��涛���900 鉄���
博　物　館　使　用　料 �10，345 ����3Scr�9，198 

入 傚H�����������������?ﾂ���cR�278 �#���

合　　　　　　　　　計 �11，410 ��(�3sCR�9，979 

歳 出 僣隰x��戊���8��N����#(�3SC��25，612 �#H�3s#R�

理 物運 営 倡ｸ���ﾘ��ｬyyﾘ��N��65，533 塔x�3c迭�80，662 

博物館協会賞 �#c��260 �#c��

館費 �/��88，334 ���8�3Scr�105，647 

博 物 ��ﾘ���ﾘ��5x��麌��N��16，729 ��h�3#s��15，279 
特別　展　示　費 ����3����6，500 塗�3S���

館 倬�{�ｸ�ｬyyﾙN��1，250 ���33���1，300 

事 業 仆8孜X�ｷ乖�:餒��+(ﾛ位HｸiN����ﾇb�2，300 �(�33���2，300 600 25，979 

費 �30，279 �#h�33s��

合　　　　　計 �118，613 ��3��3鼎b�131，626 



3．事業計画

展　示　活　動

期　　　間 偃X������,�������5x������麌������>�������vR�

常　　　設　　　展 �1階は郷土の自然、2階は郷土のあゆみと美術工芸を展示 （1階の自然スタディコーナーは月別・2階の刀剣コーナーは年4回展示替え） 

（特別展）高　賀　山　の　信　仰 滴��.�8�ﾃX��3��「鬼と行者と円空と」をサブテーマに山岳信仰の美術工芸品を紹介 

（〟）ふる　さ　との植物 度��#��ﾃ��絣�「分布のをぞをさぐる」をサブテーマに、植物社会のようすを実物資料 や生態写真・図表をどで紹介 

（〟）東　洋　の　貨　幣 �������ﾃ����3��和同開称などの銭や全判・銀判さらに藩札などを紹介 

移　　　　　　動　　　　　　展 嶋�����ﾃ���#B�会場・高山市立図書館 沫)�xｽ�/�.�,ﾈ,�,�,�+ﾘｴ�峪��Z��h�Xﾊy>�,��b���x+x.�-�?ｹ:饂��h/���樞�
9／9－9／17 ���ｨ�Y�X･�9zy[h嶌檍ｭ��

（資料紹介展）郷土の偉人　梁川星鼓 ��(���h�ﾃ���3��梁川星巌の逼塞数十点を紹介 

（∴ケ　）県下の古生代化石 �(�����ﾃH��2�県内産のおもな化石を中心に紹介 

美　　濃　　陶　　芸　　展 塗�����ﾃh��#��美濃陶芸協会会員による新作を紹介 

教育普及活動

事　　業　　名 弍ｨ������?｢�対　　　象 �.�����蹴�内　　　　　　　　　　容 

人　文　移　動　教　室 店��(��?ｨ�｢�般 �#Y�ﾂ�奥美濃の高賀山六社めぐり 

講　　　演　　　会 店�纔��?ｨ�｢�般 �����ﾂ�「高賀山の信仰」（前県郷土資群鷲会三氏） 

自　　然　　教　　室 店��3���?ｨ�｢�中学生以上 　　般 塔��ﾂ�「陸貝の生活」　　　（日露単語氏） 

自　　然　　教　　室 塗��#x�佰ｸ�｢�中学生以上 　　般 塔��ﾂ�「諸説貌謡　（誓薯需二氏） 

自　然　観　察　会 嶋�����?ｨ�｢�小・中学生 鼎��ﾂ�白川村大窪に前日集合（民宿大杉） 
保　護　者 剿�ｹ・植物観察 

講　　　演　　　会 嶋�繹�佰ｸ�｢�般 �����ﾂ�「ふるさとの植物」　（井溝薪薯彙） 

体　験　学　習　会 嶋��#)Hﾈ�｢�小・中学生 �3��ﾂ�竹細工つくり　　　　（竹背黒文雄氏） 

講　　　演　　　会 �������;x�｢�般 �����ﾂ�「貨幣の歴史」　　　（東驚謂葉菜） 

人　　文　　教　　室 �����3���?ｨ�｢�中学生以上 　　般 塔��ﾂ�「美濃の諸藩と藩札」　（堅搭芝利氏） 

自　　然　　教　室 免ﾈ�繦Hﾈ�｢�中学生以上 　　般 嶋����ﾂ�「天然記念物」　　　（岐詳誉詣氏） 

自　然　移　動　教　室 ������H��?ｨ�｢�小・中学生 保　護　者 �#Y�ﾂ�地質めぐり　　　各務原一美濃加茂一可児 

体　験　学　習　会 ��(�������ﾘ�｢�小・中学生 �3��ﾂ�しめ姉つくり　　　（農大富仁久氏） 

自　然　観　察　教　室 滴��#��Sx�紕�小“中学生 �3��ﾂ�百年公園の植物しらべ（4月・11月） 
10／17・11／21 劔tﾉD靠h��,ﾈﾚ�(�+X.x-x�度ﾈ��S��ﾈ��｢�

子ども考古教室 嶋�綛�S����"�������小・中学生 �3��ﾂ�石器・土器の話・拓本のとり方 

夏休み掌習相談 度��#x�ﾃx��#��小・中学生 ��ﾂ�夏休みの研究並びにその整理について相談に応 
8／25・8／26 劍+h.��

岐阜県の歴史教室 店���h�Sx�����������S�����B�中学生以上 　　般 �3��ﾂ�古文書を読み歴史をさぐる会 

自然サンデー教室 滴�����SX���h�R�����X�S������R�6／13・7／25・ 10／3・11／28 �?ﾈｭ倆"�自然展示室のコーナー解説 

日　曜　映　画　会 滴��#X�ﾃX��3���?ﾈｭ倆"��S��ﾂ�16ミリ「奥美濃の風物」ほか 7／25－9／5 劍5�8�486��X-8.�+8,h,ﾉ��Z��h-�*��

10／3－10／31 劍5�8�486��YOﾉEｨ,ﾉLｸ腥�h-�*��

－5



Ⅱ　昭和56年度

1．あゆみと日誌抄

開館5年を経て、基礎づくりの時期から充実発

展への大きを課題に挑む年として、博物館建設の

原点にかえり、全館あげての連携・協力体制の確

立、資料の収集・整理から、その多面的な活用、

教育普及活動の質的・量的拡充を柱とし、新しい

発想のもとに創意工夫に努め、博物館事業に対す

る理解と啓蒙を深め、生涯教育の場としての機能

を今後一層発揮していくことが期待される充実し

た年であった。

春の特別展「美濃の絵馬」は、絵馬奉納のあと

をたどり、その世相・風俗・庶民の素朴を悩み解

決の祈願、赤裸々か回書を紹介し、絵馬が歴史・

民俗資料として貴重なものであることへの認識を

深め、文化財保護思想喚起の一助となり得た。

夏の特別展「御岳山は生きている」は、豊かな

自然の宝庫御岳山の自然を総合的に紹介し、自然

ならびに、自然と人とのかかわりについての関心

と理解を深めた。

秋の特別展「ふるさとの美濃古陶」は、桃山時

代から江戸初期までの美濃焼の歴史を物語る優品

約100点を一堂に展観。陶芸家館長の陣頭指揮の

もとに大成功であった。入館者も27，546人を数え、

特別展入館成績としては館創設以来のものであっ

た。美濃の先人の築きあげた文化遺産を理解し文

化創造活動について考えさせ、深い感銘を与え、

県民文化向上への貢献は大きいものがあった。

資料紹介展「わらと暮らし」「岐阜県のほ乳動

物」では、現在ではシメナワなどにしか見られな

くなっているわらが、各種の生活用具にいかに利

用されてきたかの理解を深めることができた。後

者では、収蔵資料を主体に、県内産のほ乳動物の

剥製標本、骨格標本など約90点を展示し、身近か

な生物に対する一般の関心をたかめるとともに、

生物についての基礎的な知識の普及に貢献した。

6月には、美濃陶芸協会、中日新聞社主催の、
「美濃陶芸展」を当館で開催。荒川豊蔵、加藤幸

兵衛をはじめ、本県現代陶芸作家69人の最近の秀

作約90点を紹介し愛好家問に好評であった。

9月には岐阜県美術館の「いざない展」を開催

一6－
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1年後の開館をひかえ、これまでに収集された約

30点を公開。ルノアールの「泉」が人気をよび、

観覧者約1万人におよぶ盛況であった。

54年開設の視覚障害者コーナーは、展示資料や

点字解説の拡大・整備をはかり、きめ細かい充実

をみた。後期には、動物、円空仏（複製）などの

資料で直接手で触れることによって実感を味おう

展示の拡充を図り、各層の好評を博した。

1階ロビーのスタディコーナーは、毎月入れか

えて年間12回、動物、植物、地学の各分野いずれ

も回を追って充実し、小中学生は勿論、一般の来

館者の興味・関心をひき、所期の目的を果たした。

3月には人文分野でも、2館ロビーに土人形、雛人

形を展示、季節感のある小展示は人々の目をひいた。

2月には、ナウマンゾウ全身骨格復元標本を1

階ロビーに設置、数少をい貴重を標本として親し

まれることになった。

最後に、教育普及活動では、特別展関連の「講

演会」のほか、「自然教室」「自然観察会」「体

験学習会」「製作実演会」等を開催、体験学習会

や、御岳山麓での野鳥・植物観察会は多数の参加

者があり、親子連れで熱心にとり組まれたことは、

まことに有意義であった。又本年度は新装なった

多治見市文化会館において、帰化植物、石器、土

器などの触察資料を移動展示した。障害者年にあ

たり、視覚障害者にも十分楽しんでいただくこと

ができたことは、誠に意義深いことであった。

岩田　節子

臼井真由美

大西　早苗

転　出　次　　　　　　　長　丹羽　　遙

主　　　　　　　事　宮西　武彦

〟　　　　　久保　友子

学　芸　　部　長　吉田藤太夫

主任学芸主事兼人文係長　宮川　貞郎

学　　芸　主　事　水野　　一

〟　　　　　堀部　　満
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∴
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長　小野　治道

草　服部　干章

ケ　　　　　　早川　つな

学　芸　　部　長　太田　哲郎

主任学芸主事兼人文係長　国本日出登

学　芸　　主　事　西村　覚良

教　　育　　主　事　徳松　正広

新　任　業　務　嘱　託　員　谷口真由美

〟　　　　　高木　伸子

〟　　　　　酒井真由美

4・1　「博物館だより」第14号発行

17　佐賀県財政課一行来館

24　特別展「美濃の絵馬」開幕

26　岐阜県博物館協会総会

29　自然教室「春の蝶たち」

5・3　講演会「絵馬の歴史」

入館者60万人突破　記念品贈呈

4　自然観察会「百年公園の植物しらべ」

5　製作実演会「小絵馬つくり」

14　生涯教育情報提供事業協力者会議

15　県教育委員視察

23　東京国立文化財研究所員来館

27　岐阜県博物館協議会

29　県議会文教警察委員視察

美濃伝鍛刀工程解説資料受納式

刀匠　中田兼秀氏より資料寄贈

31特別展「美濃の絵馬」閉幕

6・3　博物館職員講習会（23日まで）に横山

学芸主事出席

10　美濃陶芸展開幕　（21日まで）

16　沖縄県博物館貞一行来館

※ ��、－i）と 丁訴 議 

∴ 倬ﾂ�グ∴／∴∴ 凵D∴ 　∴／∴÷ 

6・24　「くらしを守る砂防展」開幕（19日ま

で）

25　東海地区博物館連絡協議会総会

27　移動展開幕　於多治見市文化会館

28　自然教室「古生代の郷土」

29　日本博物館協会館長会議　館長出席

30　日本博物館協会評議員会　館長出席

7・1　「岐阜県博物館報」第4号発行
「博物館だよヶ月第15号発行

4　全館燻蒸（11日まで）

21特別展「御岳山は生きている」開幕

24　全国文化課長会一行来館

26　体験学習会「日よけ背中みのつくり」

8・2　自然観察会　於御岳自然休養林

16　講演会「御岳山－その生いたちと噴火」

28　体験学習会「竹とんぼつくり」

9・1　安藤惇学芸主事　洞戸小校長に転出

柴田佳章学芸主事転入

6　特別展「御岳山は生きている」閉幕

13　国際林業研究機関連合第17回世界大会

出席者ツアー第12コース一行来館

15　岐阜県美術館「いざをい展」開幕

17　県議会文教警察委員会視察

文部省視聴覚課長来館

23　自然観察会「百年公園の初秋の植物」

27　岐阜県美術館「いざない展」閉幕

10・1　「博物館だより」第16号発行

9　特別展「ふるさとの美濃古陶」開幕

11体験学習会「野焼きによる土器つくり」

16　フィジー青少年委員、同YMCA委員

オイスカ岐阜県支部員と来館

－7－



10・21福島県教育委貞一行来館

25　自然教室「県内の植物地理」

11・3　講演会「美濃古陶とベルシァ」

7　東海財務局長、名古屋国税局長来館

19　沖縄県議会土木委員会一行来館

22　体験学習会「野やき」

23　特別展「ふるさとの美濃古陶」閉幕

12・6　名古屋市地学教育研究会一行来館

15　資料紹介展「わらと暮らし」開幕

20　体験学習会「しめをわつくり」

28　害虫駆除

1・29　消防訓練実施

2・5　東海地区小学校社会科研究会一子テ来館

ナウマンゾウ全身骨格復元標本設置

6　回立科学博物館図書課長来館

2．職　　　員

2・10　ナウマンゾウ全身骨格標本除幕式

11資料紹介展「岐阜県のほ乳動物」開幕

19　博物館、図書館、歴史資料館　三館連

絡会議　（於歴史資料館）

23　通産省工業技術院地質調査所地質部

地質標本課長来館

3・16　回立科学博物館付属自然教育園

自然教育係長来館

28　自然観察会「百年公園の早春の植物し

らべ」

31「岐阜県産貝類標本総合目録」発行
「岐阜県博物館調査研究報告書」

第3号発行

館長　大橋桃之輔、業務嘱託員　大野

晴美、加藤由紀子　退職

昭和56年4月1日現在

職　　　　　　　名 倩�����������kﾂ�職　　　　　　　　名 倩�����������kﾂ�

館　　　　長 ��X��ｻH��8ﾘ��Eh��鋹{ﾂ�○学芸部　学芸部長 �����68��4�����

次　　　　長 傅ﾈ��z(��������;��主任学芸主事（兼）人文係長 �68��gｸ��?ｨ�����6��

○総務課課長（兼）管理係長 ��ﾈ���ｨ��ｶ�����学芸主事 ノン 教育主事 �?����ｨ��������'��

主任主査（兼）庶務係長 ��ｨ��&���諟��ｶ����ﾈ���ｨ��ｦ���|r�

主　事 ノブ・ 技術員 兀���YH���x�����;���鉙���8��ﾔﾂ�

ー早　川　　つ　　を 乂xﾇﾈ��皦饕�横　山　　　　秦 

高　島　利　次 偃YD8ｧxﾇﾈ皦馼�佶8�ｨ齷�(ﾅy+r�山　田　康　夫 

（兼）管理係長 ��ﾈ���ｨ��ｶ�����学芸主事 ∴ ノブ 学芸嘱託 ����:���������=R�

主事 イ′ 業務嘱託 ノン ノン ノン ノブ ノブ ��Y����]r�ﾌ969�ﾙTb��Ynﾉ��Oﾂ�乂ﾘﾋIdiu��揵�i�ym井���ｷｹnﾉ�ﾉnr�

加　藤　由　紀　子 仆8孜X�ｷ佛y+r�鈴　木　正　太　郎 

長　谷　川　恵　子 仆8支��皦饕�佐　野　正　隆 

谷口真由美 高木伸子 酒井真由美 乂xﾇﾈ���ｩ�R�国　光　溢　夫 

3・博物館協議会委員（アイウエオ順）⑥印　会長　○印　副会長　　　　　昭和56年6月1日現在

氏　　　　　　　名 住　　　　　　　　　　　　所 現　　　　　　　　　　　　職

岐阜市加納鉄砲日工1－17

大垣市中川町l T目

羽島市竹鼻町2733

岐阜市上川手115

岐阜市萱場町中起599－11

大垣市荒尾田TlO77

稲沢市下津円丁東国府34

各務原市那加雲雀町37

岐阜市鏡島菖蒲池1621

岐阜市日光田丁3－2

岐阜県公民館連合会長

岐阜県中学校長会長

千代菊㈱取締役社長

岐阜県小学校長会長

岐阜日日新聞社専務取締役

㈱大垣共立銀行取締役頭取

岐阜大学教育学部教授

大垣女子短期大学教授

岐阜県私立中学高等学校協会長

岐阜県高等学校長協会長
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4．入館状況

今年度の入館者総数は101，938人で前年度に引

き続き10万人の大台を突破した。開館日数は全館

ガス燻蒸実施により若干少なく、292日で1日平均

の入館者は349人であった。

F鴫IJの入館状況は下表のとおりであるが、5月

9日、10月及び1111の4刀自で全体の約60％を占

めている。また1日の入館者が最も多い目は毎年

5月の連休中であったが、今年度は秋の特別展期

間中の11月5日の2，467人であった。また、5月

3［＝二は開館以来60万人を突破し、毎年ほぼ10万

言）博物館入館者数

人のペースで進んでいるっ

囲体入館者についてみると、年間386「寸1体、37，034

人で総入館者数の約36％を占め、月別では10月が

11，185人で最も多い。

更にこれを県内・外別にみると県内が276団体

22，898人で全体の約62％を占め、県外では愛知県

が圧倒的に多く約37％を占めた。

特別展の入館状況については、通算開催日数は

112日間で60，829人、1日平均にすると543人であ

った。また、秋の「ふるさとの美濃古陶」展は過

去の特別展の最高27，546人を記録した。

廿　　別 傅ﾈ��(h���b�高　大　生 �����L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�1日　平均 

4　日 ������ﾂ�8�3c3"�　　人 1．242 ������ﾂ�8�3Sc��　　　∵ 　8，434 1 ���亦�#R�　　　人 337 

5　日 塗�3cSB�2、624 度�33���16，669 �#r�617 

6　月 ���3涛��、　　　334 �8�3SC��5，874 �#R�234 

7　月 ���333��260 �(�3�S��3，750 �#��187 

8　月 �8�3����303 滴�3��B�8，226 �#b�316 

9　月 �8�3����963 嶋�3sCb�13，518 �#b�519 

10月 ����3C#B�912 店�3�3��17，367 �#b�667 

11月 塗�3イb�402 店�3CCR�13，693 �#2�595 

12月 ���"�60 都�"�954 �#2�41 

1月 都S��101 ���C����2，678 �#2�116 

2　月 ���3�C2�111 �(�3C3"�3，586 �#2�155 

3　月 �(�3S3��319 滴�33C��7，189 �#R�287 

合　　計 鼎8�3##��8，631 鉄��3�s��101，938 �#�"�349 

（2）特別展期間中の入館者数

特　別　展　名 弍ｨ����������������ｭB�小中生 俘)�Y�b�一　　般 侏頷ﾂ�

美　濃　　の　　絵　　馬 鉄h�CH�C#H�ﾃSh�CX�C3��　　人 8，635 ������ﾂ�8�3�#"�　　人 8，930 ������ﾂ�#��3cビ�

御岳山は生きている 鉄h�Cx�C#��ﾃSh�C��Cb�4，499 涛s2�7，124 ��(�3S澱�

ふる　さ　との美濃古陶 鉄h�C���C��ﾃSh�C���C#2�16，186 �(�3#�R�9，155 �#x�3SCb�

合　　　　　　　　　　　　　計 �29，320 塗�33���25，209 田��3�#��

－9



Ⅲ　昭和56年度　事　業　概　要

1．常　　設　　展

（1）刀剣コーナー

第　　　一　　　期 ��h������?�������ｯ｢�第　　　三　　　期 ��h������)梭������ｯ｢�

太刀　銘濃州住兼吉 �8�����ｾ��ｸ�y��l�ﾕﾒ�刀　　銘兼光 �8�����k9l��娩躡,2�

応永廿七年三月日 �8�����k9l�48弁^���短刀　銘渡川関住兼房 �8�����ｾ��ｸｭ駘�攪�hﾈr�

力　　銘兼ブ亡 �%ｩ8���l�x��ﾏR�　　大正「1年エロ吉Fl i 冑以���l����(荿ﾉ9.��

刀　　銘渡川住栄光 刎X+x酳��l�[ﾘ���偖ｨｶx�ｨﾈr�刀　　銘兼先 �ｨ��8���l��YE�(ｭh�ﾉ8ﾋ2�

刀銘淀川住兼元 脇す旨銘美i農；干藤原寿命 短刀銘柄横寺政常人通 俗銘美濃守藤原政常 �8�l�OX�)+y�Iu9�b�|ﾙl�OX�)+y�GH益:����[hｷhﾋ9D飩ｩ?ｩm｢�|ﾘｾ��ｸｶ9l��8���阜器兼付作 i脇指銘渡川住寿命 脇指銘貞（宗） 俛�酲l�ﾉ8�����������｢�

薙刀　銘平安城任期定 �8�����l��YE�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�力　　銘月巴前回ノ忠言 ���8���l�����

2．貸しギャラリー

（1）岐阜県美術館いざない展

昭和57年11月3日に開館する県美術館の収蔵美

術品の一部を紹介する「いざない展」を開催した。

期日：昭和56年9月15日～9月27日

開幕に先だって当日午前9時からテープカット。

開幕を待っていた人たちがきっそく展示品を食

い入るように観賞していた。

会場には、県内作家20人の作品を中心に川合玉

堂の「深林宿降雪」・県が2億7千万円で購入し

たルノアールの「泉」など有名な作品も含め、絵

画25点、彫刻5点の計30点が展示された。

会場ロビーには、県立岐南工高の建築研究会の

生徒が製作した県美術館の模型も展示された。

幾潤蟻鏑綬繊＄謹 閏閲蘭鋳擬態‾畿駿纏 剪�

∴∴ �� �� �� 

∴一一●∴∴ ー認灘 ��

燃鶴繕鵜蛙鎧登澄 剪���

∴ �� ��
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（2）第8回　美濃陶芸展

会期　6月10日～6月20日

主催　美濃陶芸協会・中日新聞社

美濃焼の集大成的内容の第8回美濃陶芸展を共

催で行った。人間国宝・荒川豊蔵氏の作品など、

同協会に所属する作家69人が丹精した作古的0点近

くを展示した。

陶芸愛好家達は、各作品に目を奪われくい入る

ように観賞していた。

賛助出品「志野茶境」荒lii豊蔵（国重要無形文

化財）「萌黄地金欄手水指」加藤幸兵衛（岐阜県

無形文化財）（57．4．11ご逝去）



3．移　　動　　展

覆〇〇〇日iSSg な涜・－‾ 劔＿＿，：春賀 油 ∴∴∴ 

∴圏 

∴∴∴シ∴∵ �)餾8ｧｹ�憾�� 

露態i≡i ���� ��

∴／i 劔隠 醗 

i懇 � ����

i触察資料展の会場）

岐阜県博物館の収蔵資料を、広く県民に紹介し、

郷士文化への関心を高めていただくため、昨年は

飛騨の高山市で　考古資料を主にした「たれにで

も自由にさわれる触察資料」の移動展を実施した。

これに引続いて、今回は、自然分野の「帰化植物

展」を加え、いっそう内容豊かなものとして、束

濃の多治見肩で開催した。

会　期　　昭和56年6月27日～7月3日

会　場　　多治見市文化会館　A展示室

入　場　　無　料

共　催　　多治見市教育委員会

入場者　1，816人

展示内容

（1）だれでも自由にさわれる触察資料展

考古資料　30点（打製石斧、弓矢、縄文土器、

弥生土器、埴輪、その他）

剥製標本　5点（さる、きつね、いたち、他）

（2）身近を自然界の変化がわかる帰化植物展
「帰化植物とは」「戦後派の帰化植物」「日本のも

のと比べてみよう」「帰化植物はなぜふえる」等の

展示内容を、実物標本120点、写真30枚、図表10

島、解説パネル12点で展示構成し、博物館の資料

収集、調査研究成果の一部を紹介した。本館での

資料紹介展をそのまゝ移動展にしたもので、今後

も各地で開催する予定である。

ー＝ii鰻 ����

∴ ����∴∴ 

一∴ 

甥 几���h��������Hｶ8��������ﾈ�����ﾃ��ﾈ�(��������

（視覚障害者用の点字解説を読まれる入場者）

《入場者の感想文〉

身体障害者点字感想文より

◎サルやキツネのはく製に触れて、はじめてその

本体を知りました。恥ずかしいのですが、盲人とは

そんなものなのです。今日ここへ来て、ほんとうに

よかったと思います。ありがとうございました。

⑥ラジオやテレビでは、石器時代や弥生時代の土

器が紹介されて耳馴れていますが、実際に手でさ

ぐってみたのは、今日が初めてです。係の方も、

親切に教えてくださいました。想像とちがって、

縄文・弥生時代における農民の苦心、さらに万事

がよくも考えた道具を使用し、生活された有様を

おもうと、文化人といわれる現代人は、幸せであ

り、ありがたさを感じました。

（以上ライン盲人会のお二方より）

（帰化植物展の会場）

－11－



4．特　　別　　展

（1）美濃の絵馬　4月24日－5月31日

灘題議‾＝＝＝i綴懇翳 　　iiii≡ 

：∴∴子ら‥　∴ 

‾‾“一計 迄�,ｶ����� 

：∴∴∴： 琴昭一∴「 ������ﾘ��*b�

人間にとって悩みごとはつきをいものだが、そ

の解消を祈願する手段として神仏に奉納されたも

のの一つに絵馬がある。絵馬の起源は古代にまで

潮るといわれるが、その伝統は今日でも交通安全

や入試合格の祈願などに脈々と受け継がれている。

ところで、本県においては絵馬の大半が未調査

のまま放置されてきた。従って長い年月の間に風

雨にさらされるをどして破損、滅失したものも少

をくなかったであろう。こうした状況において本

展を開催するにあたっては、まず絵馬に関するデ
ータを可能な限り集結しなければならなかった。

展示ではこれらの中から比較的保存状態の良いも

のを選んで絵馬に表現された時代風俗と美及び、

祈願の諸相を紹介することで絵馬が美術のみでな

く、歴史・民俗資料としても貴重を文化財である

ことの認識を高めることをねらいとした。従って

大絵馬・小絵馬・参考資料の三部構成にし、絵馬

が総体的に把握できるように努めた。

大絵馬は絵馬の推移がわかるように時代性を考

慮して画題別にまとめた。まず原初の図柄である

馬図をはじめに、変形絵馬も加えて11分類した。

美濃地方でも画題は一とおりそろってはいるもの

の、関東や関西の絵馬どころに一般的に見られる

祈願図や生業・風俗図をどは種類・数量ともごく

限られていた。ともあれこれによって絵馬の図柄

ば馬だけという一般的通念を打ち破り、画題の多

様性を示すことができた。また、大和村明建神社

の繋馬図や岩村町八幡・武並両神社の文化5年銘

12－

の発馬「測などは狩野派の画家の手によるだけあっ

て県指定のものに比べても決して見劣y）のしまい

すぐれた作品であった。

これに対し小絵馬は奉納社寺と図柄とに一定の

図式がみられる場合もあるので周堂別に展示して

みた。それは、合計6ヵ所になるが、このうち大

垣市赤坂の明星輪寺の絵馬は酒・煙草・博褒・浮

気をどをやめるようにと誓ったものである。そこ

には“但し5ヵ年間”などと期問を明示したもの

もあり、人間の本音が明らさまに現れていて実に

愉快であった。また、関高富町の小野庚申堂の絵

馬は皮膚病の痕の平癒を願うものだが、ナマズの

語呂合わせで総絵である。いずれも奉納者白身な

ど一般民衆が描いたもので、稚拙だがバラエティ

に富んでおり、民画の特色を如実に示していた。

こうした大絵馬・小絵馬の対比によって夫絵馬

のもつ美術性と小絵馬のもつ民間信仰性をより明

確に示すこともできた。

全国各地の参考資料は、県内では全く見られな

いものも多く、祈願内容、即ち絵解きの面白さが

観覧者の興味を誘った。更に展示室人口には県内

外の社寺で販売授与されている現在の絵馬も展示

した。会期中に開催された絵馬研究の第一・人者で

ある国立歴史民俗博物館“岩井宏美先生による講

演会、並びに伊勢絵馬師安田識人氏による製作実

演会は展示を理解する上で効果的であった。

本展を契機に明建神社の繋馬図を県指定文化財

にしようとの動き、岩村・明智両町での絵馬修復

保存の動きなどが進められている。これらは本展

の意図が着実に広がりつつあることを示す証拠で

あろう。



出　品　大　絵　馬　一　覧

No． 冖ﾈ����������������奉　納　年　代 �������d���8�陏���6ﾘ�｢�所　　　在　　　地 

1 冏ｹx�,ﾈ､yF��閇Fﾈ���ﾈ自���｢����6ﾘ5���ﾈ�ﾂ���*ﾘ�ﾂ�6ﾘ92���4��R��<B�6ﾘ92�慶長14年（1609） 鉄�����コ�土　岐　高一　三愛本人巾番神社 

2 刳ｰ文8年（1668） �������C��大　和　村　明建神社 

3 剏ｳ治元年（1864） �������Cr�岩　村　町　八幡神社 

4 剴V保12年（1841） 都8����湯�八　幡　町　小野八幡神社 

5 刮��4年（1676） 涛8���3r�明　智　田子　八王子神社 

6 剳ｶ化10年（1813） 都x������養　老　町　船付八幡神社 

7 剏ｳ冶元年（1864） �������Cr�岩　村　田「　武並神社 

8 剩�ｶ4年（1664） 涛X���#"�久　瀬　村　中†寧日山神社 

9 剳ｶ化5年（1808） ／′ 天保15年（1844） �������C2�岩　村　町　武並神社 

10 ���92�ﾅ�排�-�.ｸ*ｨ.�i���涛����C"�〟　　　八幡神社 

11 12 剴�����#Sb���X���s��養　老　町　押越八幡神社 

（武者絵） 羅生門 ��9;�D����s�h�｢������冖���'���*ﾈ��Jｨ唏������

13 ��ﾉ(i8x,ﾈﾘy�ﾒ�涛�����r�養老町押越八幡神社 〟　々・ 明智町八王子神社 

14 15 �-��韭��+yKﾘｻH,ﾈﾘy�ﾒ�　／′ 享保4年（1719） 鉄X������s�����"�

16 兀��(､r�圭l語2年（1752） �������3��七　宗　町　観音寺 

17 兀��(､r�’寛政11年（1799） �������32�武　儀　町　日量筆舌 

18 兢佝8,hｸﾘ��ｭｲ�安政6年（1859） 克ノjく16年（1639） 涛(���3b�久　瀬　村　中津千川高車社 

19 俘y�ﾙ�ﾒ�涛h������イデ串良村　甘晴美寺 

20 21 22 �+ﾉOﾈ,i=i�r�jHﾎI���ﾋ��ﾈ+Y�����ﾉ�X､x�｢�?���ﾗ��Y�R�塔����3B�ベ���#2�s8������加子母村大杉地殿堂 ／′′　〟 八幡町中野八幡神社 

23 剴Ch����3"�八　幡　田丁　小里子八幡神社 

24 刔ｨ慄�X�b��佗ﾉEﾈ�Xﾎ(ｧ��｢�V冦ｨ�b�需永6年（1853） 鼎X����s��養　老　田丁　金力比羅神社 

25 剏嚥ﾊ4年（1676） ���(���S"�明　智　田丁　八」二子神ネ土 

26 俛ﾘ蓼��?�蔗�貞享5年（1688） ���8���c��天上亘直明星輪寺 ノン　ノシ 加子母村大杉上也蔵堂 

27 28 傲h訷����ﾙMXﾎI���安永6年（1777） 安政5年（1858） ��Sh���3��ヨ���3B�

29 仄�$ｩ�t佛ﾂ�鉄�����湯�福　岡　出丁　下野庚申堂 

30 31 32 ��ﾙm�&X�2�農高y元年（1865） 用語20年（1887） 聞流26年（1893） 聞流41年（1908） 貞享元年（1684） 正徳5年（工715） ���(������加一子母材　大杉地）鼓堂 

庸子酔う塑 （祈頴・祭礼） 日南美、印境1人J �98×151 40×57 俯Y_9*ﾉ��9����堅齷|y�ｩ?�>ﾉOﾈ魎�

33 偖ﾈ�8�����b��#�����S��天　上亘　証　明＿星輪一手 

34 傀H��~r����h����"�八　幡　町　楊柳寺 

35 豫�凭yG����S��������合一皮　付　華厳寺 

36 37 38 豫�佩Iy盈R�都�����"�武　儀　町　田遼寧寺 

神学 （物語） 己福神閣遊 �54×102 84×105 �5h�9�)+ﾈｷi�9�ﾉ����ｮ)�ｩ*ﾉJｦ價i����

39 儻ｨ���ﾂ�鼎h����cR�御　嵩　町I頼興‾寺 

40 ��8y�驟��鉄�����s��天　上車　両　明星指差 

41 ��ﾈ6xﾌ�ｲ�元支4年（1739／） 塔�����"�久　瀬　村　中謹白山神社 

42 仆H�8,ﾉ{2�宝暦2年（1752） 塔�������岩　村　町　桜稲荷神社 
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No． 冖ﾈ������������������奉　納　年　代 �������d���8�陏���6ﾘ�｢�所　　　在　　　地 

43 ���X��ﾖ8ﾔ���乂yn(�Xﾇﾉ;��｢�?�zx截�明和8年（1771） 都X�������岩　村　町　八幡神社 

44 剄O化2年（1845） ��3x�������武　儀　町　田電撃寺 

45 伜ｨｧ｢�6ﾘ���ﾂ����hｼh�YYy�ﾘ�｢�6隍9�B�元治2年（1865） 鉄x��##R�大　垣　市　明星輪寺 

46 剄]戸末期 鉄8����R�上石津田丁　場葉神社 

47 剪蜍�2年（1685） ��3����s2�美　濃　市　況i原ネ申社 

48 �顰�鏐ｨ頽��-��明治21年（1888） ��3H��##R�谷　汲　村　華厳寺 

49 俶ﾈｴyE�ｲ�明治ネ刀期 明治22年（1889） 田H����湯�福　岡　田丁　楯山神社 

50 �;���(b��3�����c��八百津町　久田見薬師堂 

51 儖ﾉ�ﾂ��仗��9�ﾙo��｢��h蕀I(�9&2�田H����C2�大　垣　而　明星牽念寺 

52 剴SX�������イデ白良村廿高三美幸 ∴　∴ 武儀町口竜峯寺 

53 凛H､8ﾅ)��ﾘy�X���明治25年（1892） 都8����途�

54 �?ｩ�I�ﾙ�����I+��Y:饂��｢�鉙,僵R�明治28年（1895） ��#���#�2�

55 刳ｰ文8年（1668） ／フ・ 寛文11年（1671） 涛h������八　幡　町　小野八幡神社 

56 �'ﾈ,佻R�都(�����2�〝　　　　慈ノ閏、寺 

57 假x�9������8���S"�岩　村　町　八幡神社 

58 佛�����延宝4年（1676） �������C��明智町人王一子神社 ノン／ケ 岩村町桜稲荷話中社 

59 僮(�����貞享5年（1688） 鼎X����sB�

60 �7�5H4ﾈﾌ��文化5年（1808） 鼎�����sR�

61 �H��+��天保12年（1841） 鼎H����c"�八百津町　久川見薬師堂 

62 佰ｸ,ﾉ69-��弘化元年（1844） 天文（室町末期） ���(���C2�岩　村　田丁　八幡神社 

63 64 65 �X榑�ｹｹz"�¥�.ﾘ,�+ﾘ､yF��Y�w��俘)X)*H�｢��3x�經r�3x�經r�C����唐�養老田「＿金力比羅神本土 ／シ／シ 谷汲村砥蔵寺 

66 僥�X���駘ｨﾆ��｢�買手5年（1688） �#�����C2�大串I事明星＿輪寺 ノン　ケ ／シ　ノン 養老町押越八幡神社 

67 �?����?�ｭI;�,ｨ+Yn��元禄12年（1699） 涛�����S��

68 儻9k���噂xﾆ��｢�享保2年（1717） �#h����3��

69 ��ｸﾋH��ﾘ�uﾈ�ｭ8���x�｢�フ三保15年（1844） 鼎X������

70 僮(峵�嘉永6年（1853） 涛�����Cb�八　幡　田丁　中里子八幡神社 

71 �6育I;仞��安政6年（1859） 鼎H����C��大　東　両　明星輪寺 

72 ��i-��Y�ﾈ�俯ﾘｿ(�｢�明治7年（1874） 塔x����b�武　儀　町　H‾軽輩寺 

73 佶R�明治36年（1903） 昭利5年（1930） 涛(����C��八　幡　町　中野人i幡神社 

74 佝���ｪ｢��3X���3"�福　岡　町　　下野庚申堂 

75 ��X6ﾘ�h���h�佇ｨ*�*ｹ�ｸ�｢��3�����C"�八i幡　町　域仏薬師堂 

76 佩ﾘ��ｧ｢�涛�������武　儀　町　田‾造峯寺 

出品小絵馬所在地一覧

No． 傀ｨ����ﾝﾘ����&��画　　　　　　題 碑���ｨ�B�所　　在　　地 �h���������������

1 ��X･�8��k����I}h魎�「ノし、」に錠　ほか（断ち） 釘�八幡町　楊　柳　町 �?�ﾍ)�Xﾚｨ�X�Y�8�h,���-�*��

2 亊h���8��(iz(��ﾔﾙ�ﾉ;��捻・う衰 迭�八幡町　戒仏薬師堂 ��H�Y�ｸ-�*��

3 儖ﾉ¥��ｨ����ｹ����左　鎌 澱�イ高岡四千　下里予I喪中堂 僭�-ﾘ�Xﾇｸ�X��,h富-�*��

巨三重］絵解き小絵馬授与絵馬（資糊是供一伊勢絵馬師安田識人）
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（2）御岳山は生きている

7月21日～9月6日

岐阜県博物館の特別展ではじめて県下の地域の

自然をとりあげたテーマである。折りしも1979年

秋には有史以来の噴火がおこって一躍話題に在っ

た。第四紀の代表的を火山であり、そこに生きる

動植物も特徴的な分布を示している。そういった

御岳山地域の自然を統合的に紹介して、自然環境

への関心と理解を深め、ああせて「みどりの連帯

社会」の基盤づくりをめざすことを目標にしたも

のである。

今回からは展示資料の収集をどの準備作業を前

年度から実施し、動植物の資料や、噴火後1年た

った火口付近の状況や噴出物などの地学資料収集

を前年度中にできるようになったことが内容の充

実を前進させた。

またこの特別展の開催準備にあたっては小坂町、

朝日村、高根村と地元3ヶ町村の後援を得ること

ができて地域との密接を連携のもとに進行した点

も大きを特徴といえよう。

‾SSSSSSSSSS殿 ∴∴ヽ〇十 

； ＿圏圏認固園田 ��iii羅i ��

∴「 

＿。幸ii灘洛＿懸闘藤懸開聞闘醒醗灘 ��IJﾈｶ�褸���

葦 

《展示構成の概要》

導入展示として1979年の御岳火山の噴火記録を

あげた。偶然撮影された写真により10月28日早朝

の噴火開始から1月間の変化、またその前後の時

期の状況、頂上付近に堆積した火山庚や放出岩塊

など紹介した。

続いていくつかのトピソクをとりあげてさらに

関心を深めるようにした。それらは、岐阜市から

みつかった御岳火山の軽石のこと、北のふもと高

根村からみつかった石器をどおもをものである。

次に大昔の環境をさぐると越して高根村内ケ谷

湖成層中からみつかった花粉や珪藻の化石によっ

て御岳火山の生成途中の当時の環境を知ることが

できることを写真や図・実物などによって紹介し

た。

さらに御岳山地域の自然のおいたちに進み、この

地域が中生代中ごろまでは海であったこと、中生

代未には陸上の火山活動が盛んであったこと、そ

のあとで銅・鉛・亜鉛などを含む鉱床ができたこ

と、第三紀末から第四紀中ごろにかけて現在の御

岳山に先だっ火山活動がこの地域で何度かおこっ

ていたことを噴出物や図などで簡潔に展示した。

そして中心の一つとなる御岳山の生成について

は10数万年前にはじまる古期御岳の活動、8万年

前の新期火山の形成などを主要を噴出物（溶岩、

軽石などの実物資料）や図写真などによって解説

した。

できあがった御岳火山（3，063m）は本州中部の

独立峰であるため、植物の垂直分布が典型的に観

察できることをいくつかの面から紹介した。1，500

m近くまでの山ろくにみられる植物の四季による

変化を写真・実物標本で展示した。

その上の1，500m～2，500mの問にみられる常緑

針葉樹林の特徴を森林限界まで追跡し、林内の植

物についても写真・実物標本によって解説した。

山頂部の高山植物については由来から現在の特

産種までを実物・写真・図などにより紹介した。

植物分布の総まとめを大パネルによって展示した。

御岳山地域の動物たちについては哺乳動物、野

鳥、昆虫にしぼって展示した。哺乳動物のうち大

型のものは足跡や生態写真を含めて実物標本を展

示した。

綴 � � �� � ��
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鳥類については高さによるすみれげを中心にし

て実物標本27点を中心にして紹介した。

昆虫ではチョウ、甲足、ガ類について、特に熱

心な収集家からオンタケグロヨトウ、クモマナナ

カミキリなど、多くの貴重を標本の提供をうけて

充実した資料を展示することができた。

その他、展示室の中央部空間を利用して、シラ

カンパ林と野鳥のジオラマ、かつて食糧として利

綾 ����Eﾈ���∴ �� �� ��懸 ��

藤 ��撥 �� 刎b��謦�
惑 �� 

鷲 �� ���� � ��

輩 � ���� �� ��

∴∴ 儉ｲ� ����������b��� �� ��

懸 ��� � 

用されたワラビ粉作りの用具（現在県指定の文化

財）、簡易展示板による噴火関係資料や帰化植物

など脂葉標本なども展示した。

なお別に学習室では御岳山1979年の噴火を示す

航空写真を展示し普段みられない詳細か状況が紹

介できた。

展示資料数は次のとおりであった。

チョウ類…………………………70種…1，185点

甲虫類……………………………66種……785点

鳥類……………………………‥23種……‥27点

蛾類……………………………‥24種……540点

哺乳類……………………………14種……‥15点

高山植物

帰化植物

常緑針葉樹林の世界…………‥47種

山ろくの四季をいろどる植物・・・54種

木曽五木をど…………………・・11種

噴火写真

火山灰などの噴火物

基盤の岩石・鉱石・・

放散虫など化石など

御岳火山溶岩など‥

一16－

《入館状況〉

岐阜・中濃地域からはなれた御岳山という山地

をテーマにとりあげ、しかも内容的にも派手な部

分の少ないだけに一般の利用が生憎己されたが、前年

度の世界の貝を上まねる13，000名が来館し、盛況

神におわることができた。

期間中8日17日には御岳火山の地質の研究で、

現役そうそうたる講師（富山大小林武彦助教授）

を迎えての「御岳火山、その生いたちと噴火」と

題する講演会を開催したが多数の熱心を市民が参

集して盛況であった。
i 

諒轢譲轡弊 ��

童謡醗＝軽薄詰 

韓灘撥窪‾‾畿 仂���Y�B�

1－1‾i凝減殺 ��

〇七粛－：＿＿＿＿＿＿．＿「∴： ���������� �ｨ璽��ﾈ�����

「現地植物観察会講師・当館学芸員」を催した。、

今回の特別展を直接野外の自然に結びつける最

初の普及行事を実施した。たヾ残念をがら自然全

体をまとめた内容の観察会まで至らず、御岳山ろ

くの植物分布の特徴を中心に行った。前日から家

族連れから女子大生まで40名が濁河温泉の宿舎に

集合して前夜のオリエンテーションから当日の観

察コースでの植物担当学芸員による詳しい指導ま

で、「楽しく実のある2日間の観察会であった」と

は参加者の感想である。

∴∴ 螺 書証薫＿ ∴ ∴／∴∴： 倬ﾈｻ��ｸ��ｭi���b�

：∴　∴ �6�ﾖh��+8��｢�ｮ�������G��������鶉鎌畿圭 ‾綴 ！111÷ 

懸閣8年寧率騒＝轟　瀧 　：∵∴ � 

灘 凵��@　　　∴∴「 



（3）ふるさとの美濃古陶

10月9日～11月23日

≡‾耕一＝塁禦喜一－＿＝＿≡ 劔潔 

蕉 

∴ 

1　－11詰一　浩 劔iiii畿＿窯潔撥畷 

特別展勺イト′レパネルと窯用具の展示、背景

は連房式登り窯をあしらう

岐阜県U）東部（上肢・瑞浪・多清見・可児両）

は美濃焼発祥の地であるノ　この地か美濃焼の地と

して歴史上に位置づけられるJ）は桃1両手代の千利

休、古田織部等の茶人に負うところである（美濃

焼は隣接する瀬戸（愛知県瀬戸両）の影響を受け

つつ、独自相克地を開拓したもので、］木陶芸史

上でも最高位に評価されている。

当特別展はこの岐阜県の代表的工芸品である美

濃焼を美術的視点と歴史的視点を経緯としてその

全体像を紹介することを意図した。

展示は桃I同寺代の黄瀬戸・志野・織部を中心と

して、それ以前に瀬戸黒・中茶碗・それ以降に御

深井・美濃伊賀・美濃唐津を配した。展示資料は

完晶を工とし、各陶器の性格、機能性を考慮した，

例えは、志野については茶碗を中心とする。織部

についてはその奔放性にかんがみ変化ある絵柄と

器形を主とした。また全体を通しては桃山期の陶

器の作域がわかるように心かけた。

この展示を鑑賞する補助手段として他に、窯用

具と絵柄の展示を行った、⊃　窯用具は焼成のおり、

窯内で使用する諸用具で、窯用具そのものを展示

するとともに、焼成方法の変遷を展示することを

意図した。絵柄は展示の中心となっている資料に

見られない絵柄や、美濃焼の鑑賞に役立っ図柄を

展示した。展示資料は後述の団体と岐阜県内在住

の個人所蔵者の出晶による。

展示会場は黄瀬戸・志野・織部と山茶碗・御深

井・美濃伊賀等の皿コーナーに区分し、それぞれ

のコーナーパネルと年表、古窯の写真（4点）を

配し、会場内に野点の）席を設けた。

（展示会場風景）

特別展開催中の入館者は27，546人であった。こ

の数は岐阜県博物館で開催した特別展の中では最

高である。入館者には陶芸作家、陶器研究者、陶

器の愛好家か多く数えられた。展示資料中には、

はじめて公開された資料も少なくなかった。

華藍＝‾∴－ ��藷 ÷ ��醸 i／ �� ��く撒‡ 

′＿畷 劍�2�估b�

畿 韓シ ∴ 

（黄瀬戸・ぐい呑）

特別展開催期間中の催し物は講演会と野焼きに

よる縄文土器づくりを行った。講演会は美濃陶芸

協会会長の加藤卓男氏による「ベルンア陶器と織

部」であった。ベルンア陶器と織部の関連を海外

における氏の調査結果を紹介しながらの講演は、

聴衆に深い示唆を与え好評であった。内容深い講

演会とは別の意味で関心が高かったのか武馬正敏氏

を講師に迎えた体験字習会「野焼き」であった。

成形と焼成の行程を2日に分けて行った。参加者

は終始真剣なまなざしで完成にいそしんだ。焼成

中における破損もなく参加者全員が自己の作品を

手にすることができた。

－17－



出　　　　品　　　　　目　　　　録

番号 倬�����{�����kﾂ�点数 儁Hﾘb�資　　料　　　名 �5��B�番号 倬�����{�������kﾂ�点数 

l ���8ﾌｸ扞[i(9���1点 �3R�志野萩文平鉢 ��5��69 ��IYH�(���靼���l点 

2 �*�.ﾘ.���8ﾌｹ(9���1点 �3b�志野芦文大皿 ��5��70 ��IYIG��i[h-8.因�+R�l点 

3 ���8ﾌｹ9ｹ(9���1点 �3r�志野竹文皿忘 添5��71 ��IYH皷WH-8.因�+R�1点 

4 ���8ﾌｹ;yU)(9���1点 �3��志野芦蔦文徳利 ��5��72 ��IYH-8.因�+R�l点 

5 ���8ﾌｸ萪�1点 ��c3��織部筒茶碗 ��5��73 ��IYI�Y(ﾒ�1点 

6 ���8ﾌｸｶXﾆ�萪�1点 鼎��黒織部沓茶碗 緬5��74 ��IYI�Y(ﾒ�1点 

7 ���8ﾌｸﾏﾉWB�1点 鼎��織部沓茶碗 ��5��75 ��IYI;���1点 

8 ���8ﾌｸ�(ｩy[h�飩ｲ�l点 鼎"�黒織部茶碗 ��5��76 ��IYIj���[b�1点 

9 ���8ﾌｸｼｹ[h�飩ｲ�1点 鼎2�黒織部柴垣文筒茶碗 ��5��77 �:��ｸ佇ｬr�5点 

10 ���8ﾌｹG陜I[h�飩ｲ�1点 鼎B�黒織部沓茶碗 ��5��78 ��ﾙ�IYI�(､96饉hﾊR�1点 

11 ���8ﾌｸ�(��ﾘ���1点 鼎R�赤織部茶碗 緬5��79 ��Y4��9点 

12 ���8ﾌｸﾘ���10点 鼎b�赤織部茶碗 ��5��80 �>ﾉM��ﾉ�9�B�1点 

13 ���8ﾌｹ�ｧ�*�*)=ｲ�1点 鼎r�織部茶碗 ��5��81 �>ﾉM��ﾉ�9�I>ﾂ�1点 

14 ���8ﾌｸｧ�ﾆ��X扞W"�1点 鼎��織部四季文茶碗 ��5��82 �>ﾉM��ﾉ�9�B�1点 

15 偖8ｨﾙw�囮�8ﾌｸ詹�X���1点 鼎��織部草花文茶碗 ��5��83 几ﾉ(9���l点 

16 ���8ﾌｹ]��"�1点 鉄��赤織部梅花文向付 添5��84 伜)(9���1点 

17 倡Ynﾉ'ﾈ6ﾘ��9ｹ(9���1点 鉄��織部田方筒向付 添5��85 伜)(9���1点 

18 ��H躡nﾉ(9���1点 鉄"�絵織部鉄絵筒「訓寸 添5��86 乂ﾘﾋIJｲ�l点 

19 倡Ynﾈﾟﾉmｩ(9���1点 鉄2�織部百両寸 添5��87 乂ﾘﾋIJｲ�l点 

20 倡YnﾈｵHﾖ)[i(9���1点 鉄B�織部平向付 添5��88 ��8ﾌｸﾙY9ｹ(9���1点 

21 倡Ynﾈﾄ)(9���1点 鉄R�織部向付 添5��89 儖ﾉEｨ堅棹扞W"�1点 

22 倡Ynﾉ(9���1点 鉄b�織部四方平鉢 ��5��90 儖ﾉEｩ8),8扎ｸﾒ�1点 

23 俟x躡nﾉ(9���1点 鉄r�織部山文水注 ��5��91 儖ﾉEｨ堅棹扞W"�1点 

24 亳ynﾈﾏﾉWB�5点 鉄��織部水注 ��5��92 儖ﾉEｨ堅棹扞�b�1点 

25 ��ﾈ躡nﾈ��[hﾏﾉWB�5点 鉄��青織部文字大皿 ��5��93 佩I�ｸ鯖�X輦�l点 

26 丶x躡nﾈﾏﾉWB�5点 田��織部扇面蓋物 ��5��94 �-��1点 

27 ��ﾈ躡nﾈ��ｮY[hｧｨ萪�1点 田��織部算木手花生 ��5��95 俛ﾘﾊ"�1対 

28 ��ﾈ躡nﾈｧｨ萪�1点 田"�織部茶人 ��5��96 俛ﾘﾊ"�1対 

29 ��ﾈ躡nﾈ､yJｲ�1点 田2�織部茶人 ��5��97 倬�{���OﾉEｨ堅棠�X輦�1点 

30 倡Ynﾉ�IYH�(��[i�YJｲ�l点 田B�織部はじき香合 ��5��98 倬�{���OﾉEｨ堅棠�X輦�1点 

31 丶x躡nﾉ�Y[ﾙJｲ�l点 田R�織部香合 ��5��99 倬�{���､y[��30点 

32 丶x躡nﾉ�YJｲ�1点 田b�黒織部弾香合 ��5��100 倬�{���w�w�ｾ��50点 

33 倡Ynﾉ�ｹJｲ�l点 田r�織部香合 ��5��

34 倡Ynﾉ[ﾙJｲ�1点 田��織部亀香合 ��5��

出品者

東京国立博物館　　　　梅沢記念館　　　　　　　岐阜県陶磁器陳列館　　愛知県陶磁資料館

五島美術館　　　　　　徳川美術館　　　　　　　岐阜市　　　　　　　　下石陶磁器工業共同組合

土岐市美濃陶磁麿史館　県立多治見工業高校　　　岐阜県博物館　　　　　その他（個人）

－18－



5，資料紹介

（1〉　ワラと暮らし 12月15ロー1月31日

：∴：∴∴∴！∴ 

幾 �� � 

諮鵠躍顎響調等∵雷懸 劔 

笠詰：i諒－i轡 

恭子一読㌫ 剽撫ﾚ言 ����hﾋ驃ﾂ�

璃 �I�� � 侭t���~ﾙMR� 

慈撥 ����

∴∴∴∴ ������

米づくりが生業の中心であった農家にとってワ

ラは副産物として容易に入手できた。ワラは弾力

性かあり、加工しやすく、しかも保温性・通気性

にすぐれている。人々はこうした特性を巧みに生

かしてワラを生活の）中に利用してきた。農家では

主に冬の農閑期に家族が使うゾウi）・ワラジ・ミ

ノなどを作るのか常であった。しかしながら戦後

における生活の近代化、道具の機械製品化などに

より、ワラグ）民具は減少の一一一途をたどり、それに

代わってビニールやゴム製晶が一般化した。そし

て現在ではシメナワなどごく一部のものにしか見

られなくなっている。

そこで、この資料紹介ではワラが生活の中でど

のように利用されてきたかを認識してもらうこと

恕iii＿＿ 麗饗 

醗 ∴ 闘閣議／i 鶏綴・ii響 

薫 ∴∴∴ ������ﾉﾂ�>Xｼ�� ����耳耳6ﾘ�ｸ�h��ｫB�

をれらいとした。ところで民具のあり方は自然条

件などの相違により地域によって異なる。それで

展示資料は、博物館の所有する関市周辺で採集さ

れたものに限定し、それによって当地でのワラと

生活とのかかわりを浮き彫りにしようとした。

展示では、ワラグ）民具をはき物・着物・家具・

生産用具・運搬具・信仰用具とに分類し、これに
年ブラ仕事の準備“を加え、全体を7コーナー

で構成した。そして製作用具、及び、使用状況を

示す写真もできるだけ展示し、民具の理解が深ま

るようにした。口上け用のセナカミノについては

参考資料として県内各地のものも展示し、そのバ

ラエティーを示した。これは民具研究家脇田雅彦

氏から借用したものである。

民具資料の少ない当館にとってはこうした企画

を進めるにあたり、展示をよりよいものにするた

めにも積極的に資料収集を図る必要があろう。．

なお会期中の12月20日には体験学習会“しめな

わつくり“を開催したが、時機を得た企画であっ

たので約40人もの参加者を集め、好評を博した。

展　示　資　料　目　録　　　　　　　　　　　　※地名は採集地

コーナー 倬���������{��コ－ナ－ 倬���������{��コーナー 倬���������{��コーナー 倬�����������{��

ワラ仕事 �8�8��着　　物 亶i�9�ｨ揵,2�｛　　　　日 �4X5�6�4ﾈ7ｨ4X4ﾂ�年産用具 �6�8�,�*(ｴ��ツチ 剄ｪ尾村束破屋 　　一二人 �h+������霄B�タワシ 刄�シロ編み機 

の準備 �8�8��X+�����ｸ8�5h8ﾒ�儖ﾉEｨ�8鉑���JｩJi*ﾉ68�8ﾋB�I)�ﾉ*ﾉ(i�ﾂ�(i,9�ﾈ�8�)m��生産用具 l �6�4X��(顗�｢�7ｸ6�4r�5�4ｸ42��5(8)](-ﾘｴ��5�7ｹ](-ﾘｴ��

は　き物 �5ﾘ4X8ｩ](-ﾙ�B�劔運搬用具 ��c��8���b�

ゾウl） ワラジ アンナカ ウマグッ 剳g川村中野方 萩原町有問 責山高 刄�シロ オウビク タ「ブラ 刄xントTナビク イナイモ、ソコ 

目白 刄純v サンダワラ コ二モ カマス ��ﾘｼ)w�ｾ��シメナワ（8種） 初観音の飾り物 

着　　物 �8�8ﾘ487�6ﾒ�5ｨ6�4ｨ7�6ﾒ�家　　具 �485�7���H髷,H�｢�486H7��儁�ｼ��X�｢� 補助資料：籾米　玄米 
コシミ　ノ 刄iペンキ 刄^ボ〔族〕　　1 ��85ｨ6�4ｨ7�6ﾙZｩWｩ�ﾘ-�*��
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（2）県内のほ乳動物

岐阜県は、

総面積の約80

％を山地が占

め、標高0m

の低湿地帯か

ら3，000m以

上の北アルプ

スに至るまで、

その地形は極

めて変化に富

んでいる。

また、そこ

に見られる植

物社会も日本

2月11日～4月4日

議 紫 ≒l �� 椄xｴR�

書淑録諒碩灘 ���� 凵�o 
田園鍾圏過渡 遍鵬織田的衰‾一 報轄範囲囲鞍 �� �� � 儉��‾、　雄 

薄 劔'｢�※畿 撥 羊三三i撥 

鶏懸 §幾 囘B�話手 佶ﾉ>R�喜一漆 iii‾纏 翳 

畿蟻綴 

列島の縮し弱のように豊かで、動物たちのよいすみ

かとなっている。そのため、野生のほ乳動物も多

く、これまでに17科40余程の生息が確認されてい

る。そこで、これらに対する県民の関心を高める

とともに、ほ乳動物についての基礎的な知識の普

及につとめるため、この資料紹介展を企画した。

小形のホンシュウヒミズ・ポンドヒメネズミか

ら大彬のホンシュワジカ・キソウマなどまで、そ

れらを初めて見る人たちは、実に興味深げであっ

た。最近、海津部や羽鳥市付近で繁柘しているヌ
ートリア、恵那郡付近に分布を広げているハクビ

シン、また、飛騨地方に見られるホンシュウモモ

ンガや口色のポンドオコジョなどは、人気の的で

あった。

会期中に行ったアンケート調査から、大観者の

声を拾ってみる。

・名前たけしか知らなかった動物の実物が見られ

てよかった。

・岐阜県には、小さな動物から大きな動物までた

くさん牛息していることがわかった。

・動物の食べ物や足跡など、生活のようすがよく

わかった。

・このような動物たちは、現在どのような状況に

あるのだろうか知りたい

・ふるさとを見直し、今までと違った見方をする

よい機会となった。

大観者は、小学生や子供をっれた家族が多かっ

たか、これらの声にもあるとおり、ふるさとU）自

然に対する認識を、かなり深めてもらうことがで

きたのではないかと考える。

展示点数

○ほ乳動物剥製標本・　　　　∴35点

○ほ乳動物液浸標本……………・10点

○生態写真　動物‥　　　　　．24点

○解説パネル

柄物　　　　　　　　3点

12点
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6．資料調査収集活動

（l）人文部　門

館　　　　　　　　　蔵 劔借　用 弍����R�計 

実　物 兒����ｲ�その他 ��弍���Z��｢�

考　古 ���3�s��187 鼎B�（1，098） 田�r�175 �(�3����

“一　　　　〇〇 田コ�29 �����（672） �3�b�9 ���3�C��

民　俗 鉄3B�0 ���（534） ���0 鉄3B�

美術・工芸 塔r�14 ���（80） �#cB�555 ���#��

計 �(�33ィ�230 ��CR�（2，384） ���3�ビ�739 滴�3cコ�

複製には模型・ジオラマを含む（昭和57年3月31日現在）

1．資料寄贈者芳名一覧　（敬称略・順不同）

資　料　名 �5��B�芳　名 

刀剣製作工程資料 ��ｸ耳��中田　　兼秀 

福助土人形ほか ���"�谷口　　順二 

明治初期の教科書及び古文書 鉄"�後藤　　孝敏 

正法眼蔵第16 ���鷲見　洋 l／ 早川医院 

日清韓地図、地券ほか 鼎��

薬箪笥ほか 澱�

さおばかり一式ほか 澱�須田　　保信 

岐阜今泉半枚使用教科書 釘�中嶋　　八郎 

鉢型土器等ほか ��B�R�武馬正敏 古田幸一郎 

2．実物資料の購入 

織部四方筒向付 

織部四方平鉢 �"�

織部山文水注 ���

織部草花文平茶碗 ���

美濃伊賀水指 ���

石　鋪 ����

中世陶器 鳴�大野　　幸夫 

石　皿 ���野中助右ヱ門 

3．複製資料の製作

資　　料　　名

深鉢型土器

台付浅鋳型土器

円窓付　型土器

台付　形土器

人面付壷形土器

形土器

壷形土器

山田寺仏鉢佐波里蓋合子椀形

駅　　鈴

（刀剣製作工程資料一覧）
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館蔵資料紹介（陶器）

岐阜県博物館で館蔵する陶器は40点である。こ

こではそのうちの織部五点について紹介する。

ー　艶聞瞑一一 ��∴こ、10r／∴　‾‾こi∴ � 冰h��ｼ���� ��

‡∵ �������� ��� 

主濃醒圏 �>R� �������ｨ耳��� ��

∴「∴－「 ��∴ 
∴∴ ��蛮 ��ｹ-H�b������ 

字、篤． ：「 　綴 ��襲態－ �� 

1．織部四方筒向付（高サ10．5×径5．5cm）

器彬と絵柄に特色を持っこの向付は、織部の意

匠を十分にそなえている。荒IiI豊蔵氏の箱書があ

る。

2．織部草花文平茶碗（高サ4．2×径15．7cm）

両端を織部特有の鯨油でふちとりし、中央に化

をあしらっている。緑粕は茶碗の中央に近くなる

ほど強くでている。

醒騒離轡驚喜※溺醗醗言醒 

3．織部四方中鉢　　（高サ5．5×径20．0cm）

織部の発色、文様は典形的である∴一部に補修

が施され、幾分ひずみがある。

22－

鯨 

：∴ �� �� 

：∴ ��懇話一灘＝≡i一 言∴ ∴∴ 

i �� 

∴∴∴∴ 髭F��F亦�態i擬製繭固 i‾‾灘≡鮨　　器類懸i 

4．織部山文水注　　（高サ18．0×径8．9cm）

対称的な緑粕の間に絵柄が軽くあしらわれてい

る。蓋はない。

艶麗 � ��

1－‾i≡ ��

∴十 － ∴ 裟・ ��∴÷∴： ����員ﾈ耳耳�h�閲ﾉ8x���亢V�?�佶ﾈ�V俘ｹ�H�ﾂ�∴∴ ��

子∴ 劔繊 　言 

5．美濃伊賀水指　（高サ10．8×径14．9tIn）

織　部

織部焼は美濃焼の中で、黄瀬戸・志野に次いで

創造された作品で、元屋敷（土岐市東町）に代表

される連房式登窯で大量に生産されたノ　大量生産

への要求が大窯から連房式登窯への変化であった、

この年産様式の変更は、生産される製品の多様化

をともなった、－　食器の増加かそれである／，また茶

碗も新たに沓彬という器形が好んで生産された（ノ

茶陶としてU）志野に対して織部は作域、量、意匠

が対称的である－、

織部焼は施剰陶器の発展をあと一台する資料とし

て重要である。



（2）自　然部門

館　　　　　　　　　　蔵 劔借　用 弍����R�計 

実　物 兒����ｲ�移管・自作 その他 弍������>��H�｢�

動　物 ��X�3塔2�41 ��s2�（7，928） ��R�0 ��h�3#�"�

植　物 �(�3C#��25 ��c��（1，601） ���0 �(�3c#��

岩石・鉱物 ���3�3b�5 都��（376） �#��3 ���3#3R�

化　石 ���333��：35 ����（807） 鼎��19 ���3Cc��

その他 鼎r�22 ��C2�（15） ���0 �#�"�

計 �#����32�128 鉄sB�（10，727） 塔2�22 �#��3sC��

複製には模型・シオラマを合し、（昭和57年3月守lIJ現在）

1．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 �?�hx､ﾈ峪������*ﾘ�ﾈ8ﾈ8�ｴ��｢��Hﾞ(蝌抦ﾅ隍ﾉ}陋ｹ���3 2 俤ynﾉk�;���苒���w�+y�ﾒ��苒�ｮ(ﾈ���Eh��

二の化石 ���平野　卓未 

ンシュウモモンが＼い死体 ���山田　俗次 �ﾘﾈY���2 

ゲラへい死体 ���′庫塚　鉄錐 ��?ｩE97��1 

癌点数乾燥標本 涛s��後醸　常用 儷x��艙�ｹ}餠ygｸ��50 

；漠標本 �3"�鳥取県立博物館 �6�7X4ｸ42�2 �ﾘﾏｸ������

イマイカブリの幼山 ���宮崎惇 l／ l／ II I／ 高田良二 II 井士潤 �5�4X4h7(6(6r�1 �ixｸ�Eh��鳴��ｩ68��

ン　ン　こ ��"��7ﾘ48��8ﾘ6�486r�1 

ンゲイムンクイへい死体 鳴��6x7(-h*(���ﾂ�1 

ノサマガェ′レU）し十千 �����Sy?�9儷ygｹ�B�40 ��Eｸ抦鬨ﾕ｢�

ンシュウトガリネズミへい死体 ����6ｸ�ｸ6x8ｨ4�-h*(���ﾂ�1 ��Tx��dﾉVﾂ�

ルサトギセル �"��6x8�684�7�-h*(���ﾂ�l ��ﾆﾇ&冰H��

カドギセルの幼貝 �"��7�8�7ﾈ5ﾈ4�5h6�4ｸ6��x,ﾉ�2�l 佰�ﾙ���+ｸ,ﾂ�

ウム貝化石 �"��6�6�6x-h*(���ﾂ�1 ��:���H颱b�
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資　　料　　名 �5��B�芳．名 

トラツグミへい死体 ���田中　洋美 

アオイガイ乾燥標本 ���渡辺　浩記 

マガキ乾燥標本 ���林　　忠彦 

ヒメホソアシナガバチの巣 ���今井かおり 

ポンドオコジヨ剥製標本 ���山腰　　悟 

カブトガニ乾燥標本 ���森崎光三郎 II 大坪己佐子 

オウムカイ　l／ ���

ヒメホソアシナガバチの巣 ���

ツグミへい死体 �������速水隆夫 新藤史宏 中島芳朗 

lI ゴイサギへい死体 

2．実物資料の購入・複製製作など

資　　料　　名 �5��B�

石英黄銅鉱他 ����

アンモナイト・三葉虫化石他 迭�

ナウマンゾウ（複製） ���

放散虫（パネル） �"�

薙苔類 �����

3．化石資料の収集

吉城郡上宝村福地地域に分布するシルル、デボ

ン紀層中の動物化石を中心に収集作業を行った。

この地域からは近年貝形虫類や放散虫など日本最

古の化石（オルドビス紀中一後期、約4億8千万

年前）がみつかっており、さらに新資料の発見が

期待されている。これに対して産出地域の山地の

崩壊が年々大きく進んでいる。このため早急に原

産資料の確保という面から収集を促進する必要が

ある。

10月下旬の落葉季をえらんだのであるが例年に

なく早い寒波のおとずれのため日本海斜面特有の
「しぐれ」にみまわれたので、冷雨の中の作業と

いう悪条件のもとで実施した。

それにもかゝわらず三葉虫をはじめ四射サンゴ

など多数の資料、さらに含化石泥岩ブロックも数

10点収集した。

特に涙滴類（ダクチオコナリダ）は日本最初の

標本であるごとが、収集指導にあたった東京大学

浜田隆士教授によって確認され、今回の収集化石

中の最大の重要資料となったものである。

－24－

その他おもな収集資料は次のとおりである

腕足類化石

三葉虫

曲射サンゴ・床板サンゴ

4．常設展示構成充実準備調査

自然展示室1・2各室の展示内容を、最新の調

査研究成果をふまえてこれをわかりやすく普及す

るように各コーナーの内容に関係する諸資料の調

査を行なっている。展示資料の覚的・量的な充実

を期すため、前年度に続いて現地調査、実物・写

真・文献等の各資料の収集を行った。各分野の成

果の概要は次のとおりである。

地学分野…………大野郡荘l帖十・白lii村御母衣湖

動物分野

植物分野

西岸地域の濃飛流紋岩と白亜紀

深成岩の調査収集

197－7年間の県下地質文献目

録の収集

大野郡高根村内ケ谷湖成層の調

査収集など

乗鞍岳の高山蝶とカミキリムシ、

郡上郡高鷲村蛭ケ野の蝶と蛾、

県内のトンボなどの標本の収集

及び生態調査

県内各地から、岐阜県の植物分

布地理区を特色づける植物標本

の収集（日本海要素植物群、ス

ミレ類、アザミ類、ヤマハハコ

の地理的変異標本など）及び植

物生態展示用写真の撮影、生態

調査。



7．教育普及活動

（1）概　略

当館は昭和51年5月開館以降、昭和56年4月、

60万の観覧者を数えるに至ったが、公立博物館と

してより一層市民に気軽に活用してもらうために

も、全館あげて広報活動に努めた。

常設展、特別展、資料紹介展はもちろん、特別

展にちなむ講演・映画、スライト7）作成上映、体

験学習など各種の行事を企画して、市民の博物館

への関心を高めたといえよう。

特に、岐阜・美濃教育事務所管内の新規採用教

員の研修には、学校教育と博物館の関連を深める

ため、「博物館利用の留意点」の冊子を作成配布

するなどして研修内容を豊かにしたことは特筆で

きる。

また、昭和56年度の新規事業として体験学習会

の拡充を図り、御岳山麓の植物、昆虫等の現地学

習会（宿泊）、縄文土器の製作、野焼きの実演な

どを企画した。手・足をとおしての体験学習であ

るだけに、参加者も各層にわたり、楽しい教室が

実現できたことは極めて意味深いものであった。

このほか、新聞、ラジオ、テレビ、教育委員会

関係の広報媒体を利用して、特別展示、教育普及

の各種行事等を紹介していった。

（2）教育普及活動

①各種事業

護騒 ∴ ����������i詰撥－一浩 

貢1 � ��

；定言一∴： ���ｴ��:ﾉnﾈｽ末迄耳�h�h�洩ikb���

月　日 仞h������¥ｨ�b�テ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾マ ��対　　　象 伜����ﾈ蹴�備：∴∴∴考 

4・29 俾��(ｻ8��春のチョウたち・ギフチョウをめぐって �'ｨﾏｹ��芍$ymﾉ[ﾂ�中学生以上 祷����（醗丁、 

5・3 俎X�����橙�絵馬の歴史 仆�+9T��ﾘ蓬ｻ��一　　　般 鉄��

5・4 俾��(ｬ��橙�百年公園の初夏の植物しちべ ����9�ﾈ��ｧx蓼捧V2�小・中学年 �(����

5・5 ��ｸﾞﾈ���橙�小絵馬つくり ��y��68､x����ﾈ��入館者一般 ��ﾘ���B�

6・28 俾��(ｻ8��古生代の郷士 估����'Y?�ﾅ"�中学生以上 度����

7・26 ��ﾈﾋ�ｧx�橙�日よけ用の背中みのつくり 偃�+X��Y�ｸﾆ8爾�小・中学生 �(��2�

8・2 俾��(ｬ��橙�御岳山麓の現地自然観察 �9hｭ乂xﾇﾈ蹴�揵nﾉm�?���Xｷｹnﾉ�ﾉnr�小・中学年 鼎��

8・16 俎X�����橙�御岳山一その生い立ちと噴火 ������)8ﾉ�仆8斤�一　　　般 田��

8・23 ��ﾈﾋ�ｧx�橙�竹とんぼつく　り 價(��Wｹzy?�u倡B�小・中学生 �8����

9・23 俾��(ｬ��橙�百年公園の初秋の植物しらべ ����8ﾘﾉm逢x蓼ﾘ(蹴�小・中学生 �8��2�

10・11 11・22 ��ﾈﾋ�ｧx�橙�野焼きによる土器つくり �,H�ﾘ�����4鞴��b�中学生以上 度����

10・25 俾��(ｻ8��県内の植物地理 �)ﾘｧ�'ｸﾋｹ�IUｲ�中学生以上 �(��B�

ll・　3 俎X�����橙�美濃の古陶とペルシャ ��裁o)jx駟T��一　　　般 ���r�

12・20 ��ﾈﾋ�ｧx�橙�しめなれつく　り �7i����ｷｸｷh岔=y8ﾉuﾉ���B�小・中学生 店����

3・28 俾��(ｬ��橙�百年公園の早春の植物しらべ ����8ﾘﾉgｸｧx蓼抱ﾘﾂ�小・中学生 �8����
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②　日曜映画会

期　　　　　　　間 �������������������������kﾂ�観　覧　音　数 

1　4月26日～5月31日 �8ｸ�ｸ7X8ｹOﾈ��ｭ��YU9D靠h��,ﾉ:���Z��Y>ｩ[h�)�X�R�1，584 
刀匠 

2　7月26日～9月6日 佩Hｧ�韃(ｨ�:��YU9D靠h��,ﾉ:���Z��Yo)��,ﾈ�ｧb�896 
雪国の紙づくり・和ローソク・市原土人形 

3　10月11日～11月22日 �7�,h乖,ﾈﾇﾈ���YOﾈ+X*ｸｻﾘ齎�X-8.�+8,h,ﾉuh-��2，367 
白IIi郷・伝承芸能 

4　3月7日～3月28日 俾��(/�荿.��Y?ｩgｸ+H.��Y?ｩgｸ,ﾈ4ｨ8(5h4｢�　　393 i 

③　各種事業スナップ

★　自然教室　　4月29日（水）

本年度初の教室を名和昆虫博物館長・名和秀雄

氏を招いて当館講堂で行った。テーマは「春のチ

ョウたち－ギフチョウをめぐって」であった。会

場には高校生物クラブ員・中学生・－一般の親子づ

れなど90人余りがっめかけた。

明治16年に益田郡金山町で発見されたギフチョ

ウについて標本を示しながら説明。他のチョウに

先がけて早春の野山を飛び回るギフチョウの美し

さ、その不思議な生態に触れて「むやみに採集さ

れて近ごろはその数が少なくなったのは本当に惜

しい」「子どもは虫と遊び、虫をいじめて生き物

の尊さを知る」などと約1時間にわたって話をさ

れた。

★　製作実演会「小絵馬つくり」　5月5日（火）

特別展「美濃の絵馬」にちなんで、伊勢絵馬師

安田識人氏を招いて製作実演会を催した。

喜喜喜喜喜音喜援 仍ﾘｶ�������迄蔗���藍∴工 ��懇 

土盛鶴田睦言一驚一態 剪� 

「露／三豊 剪���

薮≡1－11避鰹 ���� ��

：∴／∴∴ 乖����I-H耳耳蓼�������?�蓼�������肇、－ 
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講師：名和秀雄／名和昆虫博物館長／〉

このあと、記録映画「生きものはんざい・春の

舞姫・ギフチョウ」を上映し、聴衆を魅了した．

講師：安田識人　〈〈伊勢絵馬師〉

当日入館者の中からの自由参加の形で行った。

参加者に白生地の板を配布し、当方で準備したマ

ジック、クレパスで自由に絵馬を描き楽しむとい

う試みであった。

参加者も思わぬ実演会にめぐりあい、盛況であ

った。準備した白生地の板5（X）枚は、すぐ品切れと

なり予想以上の反響を呼んだ。

こういった様子をみると、現在の子どもたちが

求めている心のふるさとが、なんであるか暗示し

ているのではないかと考えさせられる思いがした。

授与絵馬の製作実演はいかにして現在の絵馬が

作られていったのかを認識する場にもなったとい

えよう。



★　現地自然観察会　　8月2日（口）

本年度初めての試みとして、御岳山麓の自然休

養林（益田郡小坂町）で、現地自然観察会を企画

した。これは、特別展「御岳山は牛きている」の

関連事業として、現地の自然に直接触れてみて実

感を大切にしたし卸実字習を意図したものであった。

定員をはるかに越えた41名の参加をみ、宿泊を

共にした和気あいあいの宰習をすることができ、

今後も企画してほしいとの声も出るほどであった。

参加者の礼状　　闇市　K子

連日好天気に恵まれ暑さか続きます一　昨日列車

の連絡も良くて六時半十㌢帰着しました。中　略

2日間の掌習は実に短く、（あっという間に過ぎ

ましたが、あの大自然のなかでの勉施会、本当に

参加させていたたきよかったこ、ただただ感謝の

気持ちで－▲杯です。お天気もよくてすべてに恵ま

れ、これも御岳さんのおかげでしょうか。

特に先生方のお骨折年目こ厚く厚く御礼申し上げ

ます。

（3）昭和56年度中　刊行物一覧表

指導者　小野木三郎・宮野伸也〈当館・学芸員〉

ー＿鱒 

it � �� ��

iii議題関配 　　∴∴／ � ��：∴ 浬 ���

名　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾����版・項 兀I�B�備　　考 

昭 和 56 弍)XﾈﾊyH饂渥�+��h.h.����������c�Hﾘb�56・4・1 �#SI¥R�ﾄ��鳴�2，000 ��

′′　　　　　　　　　第15号 ���Sh�Sx�S���(�3����

′′　　　　　　　　　第16号 鉄h�S���Vﾂ��(�3����

岐阜県　博物館報　　　第4号 鉄h�Sx�S��B5　23頁 ���3S��� 

岐阜県博物館調査研究報告　第3号 鉄x�S8�Xﾋ�*C��B5　56頁 ���3���� 

昭和56年度岐阜県博物館催し物案内 鉄h�SH�S��B4 ��X�3���� 

特別展リーフ　美濃の絵馬 鉄h�SH�S#B�B5 �#��3���� 

年 度 佩Hｧ亥(,ﾙ�h*ｸ,H*(.��56・7・21 �#b�17，000 
ふるさとの美濃古陶 鉄h�S���S��B4 �#8�3����

特別展図録　美濃の絵馬 鉄h�SH�S#B�B5　24頁 鼎��� 

ふるさとの美濃古陶 鉄h�S���S��B5　44頁 �3���

特別展ポスター　美濃の絵馬 鉄h�SH�S#B�B2 ���3S��� 

御岳山は生きている 鉄h�Sx�S#��B2 ���3S���

ふるさとの美濃古陶 鉄h�S���S��B2 ���3S���

団体利用の手引 鉄x�S8�S#R�B5 �8�3���� 

岐阜県産貝類標本総合目録 鉄x�S8�S���B5　40頁 ���3S��� 
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8．博物館・収蔵資料のガス燻蒸消毒

（7月4日～7月11日）

1．　は　じ　め　に

博物館が収集・保存している資料は貴重な資料

ばかりであり、それに必要な温・湿度の維持は資

料保管に絶対必要条件といえる。この一定の温・

湿度は翻せば害虫及びカビに適した生息条件とな

る。このことにより県民の貴重な財産を守る上で

燻蒸消毒は必要欠くべからざる事業といえる。本

年度は昭和53年度に引き続き2回目の燻蒸消毒を

実施した。

2．害虫と薬剤選定

博物館資料を保存するうえでいろいろな障害が

ある。例えば金属の酸化のような化学的劣化及び

昆虫の喰害、カどのような生物的劣化などが大別

してある。今回の燻蒸消毒は主にこの生物的劣化

を阻止するために行った。

昆虫類の内でシバンムシ科のケブカンパンムシ

が代表的害虫である。木彫仏像、屏風、その他小

型の木質文化財がこの害虫の被害をうけている。

また、ラワン材の代表的害虫として広く一般に「

ラワンの虫」と呼ばれている、ヒラタキクイムシ

科のヒラタキクイムシがある。ラワン・ナラなど

広葉樹の辺材を喰害する。当館でも陳列ケースな

どに若干の被害が確認された。乾燥動物質を嗜好

する害虫にかソオブシムシ科のヒメマルカツオブ

シムシがいる。これは時には乾燥植物質にも被害

を及ぼすことがある。シミ科の昆虫は本の大敵と

して知られている。特に糊づけした紙類を好み、

絹・人絹・スフ類を害する。その他、木材を喰い

荒すシロアリ、衣類の害虫で知られるイガ、

ホンジラミ、アリ類、ハチ類などがある。

もうひとつの生物的劣化の敵はカビなどの糸状

菌類である。書籍などに使用されている糊の変質、

繊維製品におけるカどの発生などがある。

これら害虫、カビなどの資料被害を阻止するた

め、また、博物館の様々な種類の素材に悪影響の

ない薬剤という観点に基づいて薬剤選定をした。

今回使用した薬剤は臭化メチル（殺虫剤）と酸化

エチレン（殺菌剤）、の混合剤（商品名“ェキボン）

を使用した。

－28－

（性状は下図1のとおり）

成　　分　酸化エチレン13wt　％

臭化メナノレ　　37wt　9／ム

分　子式　C2H40＋CH、）Br

沸　　点　　4．6’C

比　　重　液体1，62（0’C）

気体　二子02（0℃，空気＝1）

爆発範囲　7・5～17・5VolO信294～686g／／／nf）

図1　薬剤（工キボン）の性状

3．　ガス燻蒸消毒の実施

博物館のガス燻蒸実施に当たっては、効果的な

燻蒸を実施しなければならない。それには、限ら

れた予算の範囲内及び、日程のなかで、より効果

的な実績を上げるべく、別図3－5のように各部

屋に基準投薬量に差を設ける方法をとった。

（結果は図6のとおり）

特に、第1収蔵庫、第6収蔵庫及び特別収蔵庫

はカビ類の防除をも対象として行った。

（1）燻蒸時期と期間

①燻蒸時期

燻蒸時期として7月4日（土）～7月11日（凸を設定

したが、次の点を考慮して決定した。

⑦蒸剤効果と温度の関係

温度が高い時期の方が効果があり、投薬量の

節減がはかれる。

⑦薬剤効果と害虫の関係

4月中旬から11月中旬までの期間は害虫の活

動が活発になり、呼吸量が多いためガス吸入量

が増大するので一層の効果があがる。

⑦入館者との関係

危険防止の観点から入館者の比較的少ない時

期が望ましい。（図2参照）
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言且中（I

rZ石回国

中日）BF部揖別保借捜兼帯　　　　　　　　　　　図4　1F部屋別基準投薬量

燻蒸対象室名等

図5　2F部屋別基準投薬量

Ⅳ0、 �7H8ﾘ4��ｲ�燻蒸対　象室　名 剿ﾊ　積問 况X����B�ガス量／毒 �8ｩo)|ｩ[��｢�供託虫 死滅率％ �4ｨ��7"���lYzh�2�

1 �(��ﾂ�第　1収　蔵　庫 �3141 ���3C�3R�100g ��C�r�i　100 �����

2 綿���展　示　準　備　室 �400 ���#��50 迭�100 ��

3 ��苒�倉　　　　　　　庫 �292 ���3B�50 鉄2�100 ��

4 曝���第　4　収　蔵　庫 �994 鼎cs"�50 �#2�100 ��

5 牝��工　　　作　　　室 �351 ��cS��50 塔2�100 ��

6 粕��第　5　収　蔵　庫 �550 �#Sコ�50 ��2�100 ��

7 牝��倉　　　　　　　庫 �150 田���50 �2�100 ��

小　　　計 �5878 �(�3Ss��R� ��湯� ��

8 綿��b�自　然展示室I �5838 �(�3�����50 ��Cb�100 ��

9 薄ﾈ�������／I　　　　　H �4788 �(�33鼎��50 ��#��100 ��

10 粕��掌　　　習　　　室 �954 鼎ss��50 �#B�100 ��

11 薄ﾂ�第　6　収　蔵l‾ ��1428 都�C��100 都"�100 �����

12 曝���準　　　備　　　室 �588 �#鼎��50 ��R�100 ��

小　　言［＿ �1，359（う 塗�Cs唐� ��c3sr� ��

13 �(��b�人　文展示室I �9849 滴�3�#CR�50 �#Cb�l00 ��

14 曝���II　　　　H �4788 �(�33鼎��50 ��#��100 ��

15 薄ﾂ�特　別　展　示　室 �1932 涛cc��50 鼎��100 ��

16 薄ﾂ�準　　　備　　　室 �265 ��3#R�50 途�100 ��

17 綿���特　別　収　蔵　庫 �1428 都cC�� 都r�100 姪���

18 曝���第1研　究　壬 ��255 涛c��100 迭�100 ��

19 牝��第　3　研　究　室 �384 ��CS��50 途�100 ��

20 粕��人　文　研　究　室 �504 ����R�50 ����100 ��

21 曝���倉　庫　2　－1 �72 �#モ�50 ��R�100 ��

－ ��小　　　　計 �1，9477 祷�3cCC��5 鉄#�R� ��

総　　　高 �3，8951 ����3�#�r� ���3�都R� ��

図6　各部屋の投薬量及び燻蒸結果
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②燻蒸期間

燻蒸期間は資料移動作業等及び燻蒸範囲など考

慮すると最低8日間必要であった。作業日程は図

3のとおりである。

3㈲4也5（日）6（月）7㈹8（水）9㈱10働11出12（日）

一一開館日∴臨時休館　日：　　六一開館日－

日張作業　投薬　密　閉　力中洞放∴∴資料整理

濃度検査　日張資材撤去

図3：燻蒸作業日程表

（2）臨時休館の広報及び安全対策

燻蒸期間中は臨時に休館するため、利用者に対

する周知及び安全確保のために次のことを実施し

た。また、岐阜県博物館管理規則第3条第3項に

基づく掲示も合せて行なった。

④一般新聞掲載

⑪県広報紙（くらしと県政）掲載

◎“博物館だより”掲載

⑪実施前10日間にわたる館内放送

◎関市教育委員会を通じて市内小・中学校へ

の通知

①百年公園北口・南口及び館入口スロープに

立看板の設置。また、館周辺の立入禁止の

ロープ及び表示板の設置

⑧不測の事態に備え保健所・警察署・消防署

及び地元病院へ連絡した。

三雷畿言霊 ������J2����� 

轟霧； ���� 

（百年公園南口立看板）

（3）ガス漏れ防止と監視体制

①ガス漏れ防止には各部屋の完全な目張りが第

1であり前回に引き続き、今回も最大限の注意を

払って実施した。目張が不完全な場合、せっかく

投入した薬剤を浪費するだけでなく危険が伴うか

らである。投薬後、定期的に各部屋の上段、中段

30一

下段におい濃度チェックを行なった。図7－9は

第1収蔵庫の作業配置図と濃度測定結果及び濃度

推移グラフである。このことにより、今回ほほ効

果的に実施されたと認められた。ただ、特別収蔵

庫と第6収蔵庫とが空調ダクトのつながりによっ

て若干のガス漏れがあり十分な濃度維持が困難で

あった。今後の検討課題として次回の参考となれ

ば幸いである。

図7：第1収蔵庫作業配置図

ガス投薬H　　▲　　保　証∴虫

⑰　　濃l胡i碇点　　△　　供　試∴菌

図8‘第1収蔵庫ガス濃度測定結果
（ェキボン　ppm）

No l　　ヽ0　　2　　No　　3

0　8m　　16m　2　81m

lst Dosage
l4760　13040　12350

16130　ll、う20　　10980

15440　12350　　103用）

14070　12010　　　9610

13320　12830　　　8240

13730　　13380　　　8850

13560　13010　　　8580

Exl〕ulslOn

図9：ガス濃度推移グラフ
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②ガス漏れによる第三者への危険防止のために

次のような監視体制をしいた。

④警備員による24時間監視を実施

⑤昼間、職員による巡回監視の実施

⑤投薬後、業者技術者による24時間常駐を義

務づけた。

④常時、業者に炎色判応によるガス漏れチェ

ックを義務づけた。



（4）資料への汚損防止

資料への汚損防止のため薬剤の選定、目張り材

料、及び空調停止による温・湿度の変化等に次の

対策を講じた。

①薬剤の液体状態放出による資料、壁面等の汚

損防止のため、防爆装置付きの気化機を使用する

よう義務づけを行った。

②目張り材料による壁面汚損を防止するため、

水溶性糊使用の義務づけを行った。今回、地下収

蔵庫にての目張りで湿気の関係上若干の汚損が確

認された。次回方法等を検討する必要があると思

われる。

③薬剤は爆発性があり，燻蒸時間中は館内にお

けるすべての電源を遮断した。このため資料に与

える温・湿度の変化が心配されたか著しい変化は

みられなかった。

（5）ガス開放と

残留ガス検査

ガス開放は、

燻蒸開始より48

時間以上経過し

た場所から排煙

系統によって行

なわれた。また、

メチルブロマイ

ドは空気と比べ

て重いため、滞

留していたガス

に対しては、強制排気プロアを使用し、送気・排

気を繰り返しながら開放作業を行った。

ガス開放中には、ガスリークチェッカーと臭化メ

チ′レガス検知管とを併用して残脅ガス濃度を測定

7月11日の最終残雷ガス濃度検査（安全確認検査）

ではすべて『－』の反応が示されたことから、安

全状態に復帰したことを確認して引渡しを受けた。

（6）効果確認

今回の燻蒸における最大の目的は効果がいかに

あがったかが大きな課題であった。そのために、

種々の効果判定を行った。

①供試虫ヒラタコクヌストモドキを全燻蒸対象

室に設置し、さらに各部室の上・中・下段に測定

点を設けて、定期的にガス濃度チェックを行なった。

その結果、図6のように全部室において死滅が

確認された。

②第1収蔵庫、第6収蔵庫及び特別収蔵庫は糸

状菌までも目的としているため、供試虫の他に供

試菌も配置した。その結果、図　のようにすべて

において死滅が確認された。また、同時に燻蒸前

後において空中浮遊真菌と表面付着真菌とが調査

されたが、ガス開放時の空気の入れ替えの際に新

たな混入が生じたものと思われ、室内が無菌状態

になっていなかった。しかし、各収蔵庫の処理前

後の数値を比較すると十分に燻蒸効果があったも

のと推定される。

以上において、今後若干の検討課題は残したも

のの当初の目的は達せられたと思われる。

∴： ／／ 態 ��

多彩∴∴ ���ﾂ�

∴騒∴：∴∴∴ ∴∴∴ 　‾－艶麗 

※溺開国闘鶏 

醸鑑醗 

∴ 

∴「 

（コクヌストモドキの入ったフラスコ）

（7）むす　び

今回の全館ガス燻蒸消毒は前回（昭和53年度実

施）の実施結果を基に改善すべき点は改善し、十

分な調査、計画及び打ち合せのもとに実施した。

また、燻蒸期間中事故もなく、資料等への汚損も

最少限度にとどめ、そして、当初の予定の中で実

質的効果があげられたと思われる。

ほぼこれで、岐阜県博物館の燻蒸消毒における

基本的なレールは敷かれたと思われる。次回、昭

和59年度における全館ガス燻蒸消毒は今回の反省

を基により効果的な燻蒸が実施できるものと思う。

更にこれを機会に、貴重な文化財を害虫からの

防除へ一層強力に進めていかなければならないと

思う。
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